
歯学部における研究・教育・診療体制の充実を目指して
‐破骨細胞に魅せられて‐
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共催：ウェルビーイングプロジェクト 

私は1987年に松本歯科大学を卒業し、昭和大学歯科病院第2口腔外科にて研修を始
めました。鬼軍曹のような教授（実はとても優しい南雲正男先生）からまず学んだこ
とは、忙しい診療の合間の昼食は、医局の隅で3分間以内に終えることでした。
その後、口腔外科から口腔生化学（須田立雄教授）に移籍して大学院生となりまし

た。そこで私の運命を左右する破骨細胞に出会い、テキサス大学で破骨細胞の研究を
行い帰国された高橋直之先生の下で、毎日破骨細胞を培養し、エキサイティングな楽
しい研究生活を送ることになりました。

2001年、38歳で母校の教授として赴任しました。基礎研究のクオリティを高くしよ
うと必死で研究費を獲得しようとする一方、トランスレーショナルリサーチとして、
顎骨再生医療の確立のため、歯科領域において日本初の「ヒト幹細胞臨床研究」を開
始しました。また、歯科医師国家試験に対応する自学自習システムの構築のためのカ
リキュラム改革も行ってきました。さらに、医科歯科連携を目指した大学病院の臨
床・教育体制の充実を目指しております。
大学におけるキャリア形成を目指すこれからの若い世代の皆様にメッセージをお送

りすることが出来ればと考えています。

松本歯科大学 生化学講座 教授／学長

第520回 大学院セミナー（キャリアアップシリーズ︓大学におけるキャリア形成）
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